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経費の節減と収入確保に努め、現存する経営資源を有効に活用して
いる。

【目的適合性】

【計画性】

【組織運営の健全性】

毎年安定的に収益が確保されており、借入金は無く、適正な水準で経
営されている。

【経営の効率性】

【財務状況の健全性】

＜財務状況＞
財務の状況については、借入金もなく、安定的に黒字を確保し、

経営基盤は安定しているものと評価できる。

＜経営状況＞
法人が自己評価した経営評価指標の項目については、目的適

合性において、若干低調となっている。これは、公募により県から
指定管理者に選定されている岩木川流域下水道等維持管理業務
において、民間と競合していることなどに起因しているものと考え
られる。今後とも、地方公共団体を支援する公共性の高い事業の
実施を期待する。

＜留意事項＞
当法人は、これまでの黒字により、約14億円の一般正味財産を

有しており、公益法人として、収支相償や遊休財産の制限に留意
することはもちろんであるが、その取扱いについても、安易な設備
投資等とならないよう、公益性の観点に照らし、適切かつ計画的
に対応することを期待する。

なお、県においては、当法人の設立の趣旨及び公益法人におけ
る収支相償の観点から、当法人への業務の委託に当たっては、
その対価である委託料について、これまでの実績等を踏まえた継
続的な見直しに努めていただきたい。

中期的計画に基づいた経営により、計画の達成状況等を検証し、適
切・迅速に経営改善が図られている。

内部統制等が確立されており、持続可能な事業運営のために人材育
成等が図られている。

経営評価結果

上記についての所管課の意見・評価

評価区分 Ａ：概ね良好

設立当初から事業の公益性は変わらず、社会経済情勢等の変化に対
応した検証・見直しを行っている。

受託等収入率 管理費比率 人件費比率 流動比率 借入金比率

95.28 1.32 27.08 1,108.85 0.00

正味財産比率 経常比率 総資産当期経常増減率 県財政関与率 補助金収入率

87.56 102.43 2.04 93.16 0.00

財務分析指標
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資産 負債 正味財産

1,633,744 203,275 1,430,469

決
算

前期一般正味財産増減額 当期一般正味財産増減額 一般正味財産期末残高
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平成２６年度青森県公社等経営評価書

（平成２５年度決算ベース）

法人の自己評価（経営評価指標）法人名等

出
資

資本金 県出資額

4 （公財）青森県建設技術センター

所管課名 県土整備部整備企画課

決算状況 （単位：千円、％）

33,249 1,427,469

県出資比率

68.75

82.35

77.5080.00

84.21
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